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題 目 

Convergent validity of a simplified device and relationship between blood lactate and salivary 

lactate after a vertical squat jump in healthy non-athletes （簡易デバイスの妥当性及び健常成

人におけるスクワットジャンプ課題後の血中乳酸と唾液中乳酸の関係性） 

【背景】理学療法において、運動に対する生体の反応を包括的に評価することは重要である。

スポーツ科学分野では血中乳酸（BLA）濃度と、漸増負荷運動試験中のBLAの指数関数的上昇

点である乳酸閾値（LT）が運動処方の目安として使用されており、代謝の指標としてBLAを測

定することは有酸素能力の評価手法として有用と考えられるものの、理学療法士によるBLA測

定は実際の臨床場面においてはあまり普及していない。この理由の1つとして、採血による測定

時の侵襲性が挙げられる。そこで近年、非侵襲的に採取できる唾液乳酸（SLA）がBLAの代替

となり得るかどうかを検討する試みが進められており、SLAとBLAの間には高い正の相関関係

があることが明らかとなってきている。しかし現状のSLAの測定方法は、遠心分離や検体量の

調整等の専門手技を必要とするため、研究室レベルでの測定に留まっている。そこで我々は、

簡易デバイスであるLactate Pro 2を使用してSLAを測定できるか調査した。Lactate Pro 2は、

BLA測定用のポータブルデバイスとして市販されているが、SLA測定に応用できるかどうかは

不明である。更にSLAとBLAの相関関係を報告した論文は、サイクリングやトレッドミル等

の有酸素系運動や漸増負荷運動に限局しているため、本研究では妥当性が検証された際、嫌気

性運動課題であるスクワットジャンプ（SJ）におけるBLAとSLAの挙動に関しても調査し

た。 

【目的】① SLAを使用してLactate Pro 2とJCA-BM 8000自動分析装置との収束的妥当性を検討

すること（デバイステスト）、②SJ課題後のBLAとSLAとの関係性を調査すること（SJテス

ト）とした。 

【方法】デバイステストでは、5名の被験者がSJ課題を行い、運動前、運動直後、3分後、その

後2分おきに30分間唾液のみを採取した。Lactate Pro 2を使用してSLAを測定後、遠心分離を行

い上清を取り出して、自動分析装置にて同一サンプルのSLAを測定した。SJテストでは20名の

被験者でSJ課題後のBLAとSLAの関係性を調査した。運動前、運動直後、その後5分おきに

30分間 Lactate Pro 2を用いてBLAとSLAを測定した。SJ課題は46 bpmのピッチ音に合わせた1

分30秒のスクワットジャンプ運動とした。Lactate Pro 2の測定範囲は、0.5-25.0 mmol/Lであり、

0.5 mmol/L未満の値は「Lo」と表示される。デバイステストでは、Lactate Pro2で測定したSLA

と自動分析装置で測定したSLAの間の収束的妥当性を級内相関係数（ICC）の二元配置変量モ

デル（絶対一致）で評価した。分析の前にSLA、BLAの値をベースライン（運動前の乳酸値）

で除することによりデータを正規化した。SJテストでは、正規化したBLAとSLAに対して相

互相関分析を行なった。 

【結果】デバイステストでは、5名の被験者からそれぞれ16サンプルの唾液を採取した。計80サ




